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シンポジウム報告

材料施工委員会 RILEM小委員会


「RILEM-TC192ECM（環境共生建設材料･システム）が主催し、TC-194TDP(建設分野における光触媒技術)が共催した国際シンポジウムが、2004年度RILEMウィークにおいて、日本大学工学部（郡山）五十周年記念会館を会場として開催された。

本国際シンポジウムは、「Environment-Conscious Materials and Systems for Sustainable Development」というテーマで、①環境評価、②材料部材のリサイクル、③持続発展が可能な社会の構築を実現する建築システム、④酸化チタン光触媒技術の建設分野への応用、⑤天然資源の有効活用という五つのカテゴリーに分けて論文募集が行われた（これらについては本誌11月号で紹介）。

開会式では、大濱先生、樫野らが参加者に対する歓迎の意を表するとともに、RILEM会長･スカーレンダール博士（スウェーデン）によるご挨拶がなされた。

シンポジウムでは、それぞれのカテゴリーに関連する基調講演5件、ならびに採択された50の論文にかかわる発表が二つの会場で行われた。参加国15カ国、登録参加者は約90名、うち海外から約40名が参加し、各発表に関連して充実した討論がなされた。シンポジウム初日の夜は盛大な晩餐会が開かれた。

本シンポジウムには、日本国内の関連分野の第一線でご活躍の先生方も多数参集されたが、なによりも、RILEM現会長ならびに前会長をはじめ、RILEMクラスター委員会やTC委員会、運営委員会などの各委員長、それぞれの委員会の主要メンバー、RILEM事務局長ら、RILEMでご活躍の世界の重鎮がほとんど集まられたことは特筆されよう。

カナダ･ブリティッシュコロンビア大学のパンシア教授やベルギー･カソライク大学のゲマート教授ら、世界の第一線でご活躍のそうそうたる先生方が、本シンポジウムにおける論文審査に携われた。　

また、ドイツ･シュツットガルト大学のラインハルト教授やアメリカ･ノースウエスタン大学のシャー教授など、世界的にご活躍の先生方が本シンポジウムでセッション司会をお務めになった。

閉会式においては、独立行政法人建築研究所･山内泰之理事長（日本-RILEMナショナル-デレゲート、今年のRILEM総会名誉会長）によるご挨拶があった。

　年に一度のRILEMウィークにおける国際シンポジウムとしては、規模と内容ともに充実したものであったことを、ここにご報告させていただく。
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